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 本論文は以下に示す 3点をその主な特徴としている。 
 第１の特徴は、先行研究の不備をただし、単語集の定義を明らかにしていることである。
これまでの研究は、「単語集」の定義があいまいなままに、各研究者の個別の判断で語彙教
材の中から単語集を特定し、研究が行われてきた。本論文では、収集した資料を単語集であ
ると立証した上で議論すべきとの立場から、まず、英学史・英語教育史の分野における複数
の学術書において、「単語集」という用語が従来どのように捉えられているかを整理すると
ころから始めている。その上で、同用語には定まった定義がないことを確認し、本論文のみ
ならず、将来の語彙研究の指標にもなるという確信のもと、定義づけを試みた。辞書・語彙
リスト・単語帳といった類似の教材との相違を分析し、単語集とは「語彙を記憶することを
目的とした教材」、「見出し語対応の語義を使って独習を可能とする教材」、「個人使用ではな
く、他の学習者を想定して編纂されている教材」の 3つの特徴を同時に持つ教材であるとし
た。本論文では、この定義に基づき、先行資料から単語集を特定し分析しており、説得的な
単語集研究の枠組みを提示している。 
 第２の特徴は、江戸末期から大正時代に至る期間に対し、単語集の編纂状況に応じた時代
区分を施している点である。単語集黎明期から単語集変革期までの計９つの編纂期を独自
に設定し、各編纂期の社会的状況、特に英語教育の時代的背景を詳細に調べ上げ、各期にお
ける単語集の質・量の両面における特徴を当時の時勢との関連の中で分析している。これに
より、言語学習教材の中でも、単語集が時勢にもっとも敏感に反応し、また影響される教材
であることを本論文は端的に示している。 
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 第３の特徴は、３つの時代（江戸、明治、大正）に編纂された単語集を網羅的に扱い、且
つ単語集間の関連性も分析している点である。単語集に関連した先行研究では、単発的に特
定の単語集を深く掘り下げて分析する傾向があり、そこからは長期的視点に立った包括的
な編纂史は生まれにくい。本論文では、各時代において入手・閲覧可能なすべての英単語集
を分析の対象としており、包括的な英語語彙学習教材編纂史の確立を目指している。さらに、
個別の単語集を詳細に分析するだけでなく、徹底的な底本分析により、単語集間の関連性、
すなわち依拠資料との関係にも焦点を当てたことで、系統的な英語語彙学習教材編纂史の
確立も視野に入れている。 
 
（２）論文の評価 
 本論文は極めて高い独創性を有している点において評価できる。上記「論文の特徴」で
も言及したように、これまでの語彙教材研究とは異なり、「単語集」の定義を確立した上
で分析に臨んでいる点、９つの編纂期を設定し、各期における単語集の特徴を英語教育の
時代背景の中で浮き彫りにしようとしている点、３つの時代において入手・閲覧可能な単
語集を網羅的に扱い、各単語集を詳細に分析するのみならず、徹底的な底本分析をとおし
て単語集間の関連性を明らかにしようとしている点に、本論文の独創性が端的に示されて
いると言える。特に、単語集の定義づけの試みは、本論文における個々の教材分析の基盤
となっているだけでなく、将来の語彙教材研究の分析基盤ともなり、当該分野の研究の進
展に寄与する論文となっている。 
 また、受験用単語集の確立と密接に関わる大正時代を「単語集変革期」と位置づけ、江
戸末期から明治前半までの 100年間との違いを明確に示している点にも高い独創性を読み
取ることができる。特に、変革期の単語集（受験用単語集）の特徴として効率性と機能性
を指摘し、同時代に日本人にとっての単語集の存在意義が大きく変容したと論じている。
すなわち、現代に通じる受験用単語集が、明治前半までの 100年間に編纂された単語集に
対する「変革」の中で出現したという発見は意義深く、また、これが個別の単語集の徹底
した分析があったからこそ判明したという点を改めて強調したい。 
今後の課題としては、昭和期以降の単語集の分析や他言語の単語集との比較研究を、本
研究で確立した研究手法により実践されることを期待する。また、現在見られる日本にお
ける英語教育の大転換の先にはどのような単語集の編纂が予想できるのかについて、具体
的な回答が出せるような研究も遂行してもらいたい。 
 総じて、本論文は、英単語集という視点から見た日本英語教育史の実態解明を目指した
極めて完成度の高い論文であり、今後、同分野の研究者が必ず参照する論文のひとつに数
えられると評価できる。よって、「博士（異文化コミュニケーション学）」を授与するに値
する内容であると判断する。 
 
 
